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青
年
産
業
振
興

発
表
大
会

　
　
　
　
　
　
全
國
大
会
予
選
と
し
て

　
　
　
方
）
除
虫
菊
栽
培
と
海
誕
の

コ
辱
物
下

直

誌藻
∨
籠
下
．
．
翼
鐘
．
．
．
．
．

手
段
を
斑
レ
潜
寛
博
に
も
か
A
わ
ら
ず

案
外
少
い
参
加
者
に
拍
子
抜
け
の
感
が

す
る
も
’
本
年
始
め
て
の
猷
み
と
レ
て

見
畢
着
1
同
の
刺
戟
も
去
る
事
乍
り
、

　
　

料
化

Jll’
物
下
　
直
（
生
活
改
曹
の
一
策
）

　
　

た
ば
こ
貯
金
蹴
行

　
1
人
十
五
分
発
表
五
分
質
議
懸
答

　
　

辱

級

査
定

　
一
等
　
㊤
グ
石
高
志
郡
大
会
出
撮

二
等

川

崎
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昭
和
二
十
六
年
度
各
種
農
作
物

　　
品

評

会

並

競

作

会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
褒
賞
授
與
式
挙
行
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

十
二
月
十
六
日

脇
民
に
と
つ
て
1
年
の

汗
の
結
昌
を
呪
う
晶
評
宙
並
競
作
會
の

褒
賞
獲
頃
式
を
大
根
占
小
屋
稜
髄
室
に

於
て
盛
大
に
堪
荷
ざ
る
。

迄
の
周
到
な
る
計
滅
性
の
必
要
が
痛
感

塔
れ
た
o

冑
年
層
へ
の
今
後
を
期
待
す
る
興
産
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

枇
留
の
声
を
反
映
す
る
好
櫨
と
レ
て
日

璽
側
と
レ
て
“
N
u
m
1
2
r
R
l
る
i
8
つ
竃
入
役
曇
の
襲
で

宮
里
町
長
の
式
辞
宮
ケ
谷
技
師
c
審
査

報
皆
が
あ
り
菱
類
競
作
宙
田
裸
衰
一
等

上
鶴
一
男
外
二
名
岨
裸
麦
一
喋
松
添
松

助
外
六
名
田
小
衰
一
喧
幅
岡
晴
男
外
二

　　

　ぽ
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サ
　
へ
　
ま
　
　
り
　
り
　
　
　
に
　
　
ホ
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ふ
　
ぽ
　
ハ
ェ
ハ
　

蓼
活
蓼
竃
後
の
翻
き
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等
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外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

宵
年
層
匿
省
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
九
名
甘
藷
増
牧
競
指
奮
特
轡
山
中
栄
一

名
ラ
ミ

ー
園
品
夢
會
一
等
命
苫
宇
助
外

九
名
桑
園
品
酔
宙
一
等
瀬
戸
ミ
ッ
外
六

名
譲
轟
農
杢
霞
，
N
m
a
N
l

鵠
協
同
組
曾
長
か
ら
副
賞
援
興
さ
る
o

授
賞
猫
を
代
表
レ
て
幅
岡
舅
氏
の
挨
拶

が
絡
つ
て
旧
鵠
地
困
葺
旧
路
藁
圏
整
委

員
に
感
謝
状
煙
莫
研
作
組
合
吉
留
技
師

道
路
H
夫
原
田
時
夫
氏
に
表
彰
状
を
町

髪
り
醤
耗
、

I縣
脳
務
課
陪
冒
技
師
肝
属
地
方
事
務
所

　
　
’
人
を
造
り
、
人
誓
て
ね
ば
な

’

り
ぬ
、
特
に
腎
胎
牢
の
奮
起
が
N
ま
レ

一池
田
経
済
課
畏
本
釜
醗
宙
議
畏
遊
喜
憎
線
て
の
齢
鑓
ぱ
停
滞
す
る
の
み
で
あ
る

草
耕
階
組
曾
長
の
祀
辞
あ
り
坂
元
助
役
町
一
圓
の
饅
業
振
興
宙
を
結
成
レ
、
地

助
外
七
名
幼
木
一
等
白
荘
新
鼠
外
六
名
｝
の
閉
曹
の
辞
に
て
式
q
u
閉
じ
直
ち
に
幌

柑
橘
園
品
評
會
一
等
長
濱
正
一
郎
外
九
宴
に
入
り
午
後
五
時
盛
大
裡
に
終
了
せ

名
に
詫
ぐ
豊
・
墨
§
峯
・

れ
大
根
占
騰
業
共
済
組
合
昆
K
恨
占
幽

蠕
奔
水
義
緬
外
二
八
名
水
稻
固
代
品
評

禽
大
根
占
硬
区
一
修
垣
内
秋
雄
外
八
名

肺
川
硬
区
一
騨
檀
永
伊
太
郎
外
五
名
池

田
稜
区
一
等
馬
込
久
雄
外
五
名
宿
利
原

稜
区
一
瞳
田
申
濁
蹴
外
五
名
甘
瞳
田
床

晶
郵
ピ
會
一
等
下
玉
利
敬
一
一
外
士
ハ
名
腐

一
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唯
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辞
會
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百
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量
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前

室
町
に
於
け
る
巖
h
の
麗
地
の
動
き
に

っ
い
で
昭
和
二
十
七
年
の
新
年
度
を
迎

え
皆
磯
の
ひ
と
i
き
を
蹴
め
明
日
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

力
強
い
交
援
と
も
な
U
“
れ
ば
と
、
こ

の
一
老
を
蟹
つ
た
。

農
業
経
営
の
改
革

　
　
　
　
　
　
進
す
る
農
業
委
員
会
〃

の
大
部
分
の
麗
家
が
自
儀
に
な
つ
た

の
で
あ
る
か
’
り
、
こ
れ
ら
島
家
が
麗
地

そ
の
他
の
施
設
の
購
人
災
害
網
集
買
受
け
を
希
盟
す
る
事
を
飽
鑓
委
員
宙

に
さ
せ
る
、
政
府
は
廿
四
年
間
、
年
賦

先
ず
頭
に
深
く
浮
く
の
は
日
本
素
曾
有
改
革
に
依
つ
て
買
受
け
た
腿
地
を
閣
費
湿
期
日
r
1
月
一
日
と
l
l
l
月
一
日
の
二
回
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｝

産
業
振
興
五
ケ
年

　　　　　
計
画
を
顧
み
て

　
　
青
壮
年
と
今
後
の
農
業

耀
醜
鍍

面
積
と
経
済
、
稼
働
人
員
謝
異
に
レ
四

域
的
立
地
條
件
の
優
劣
は
自
然
人
心
を

　
　
　
か

レ
て
和
を
鋏
き
．
倦
ま
レ
む
る
事
は
當

然
で
あ
る
。

永
き
歴
史
に
民
族
的
團
縞
は
獲
成
さ
れ

一
日
緊
急
事
に
処
レ
て
和
協
す
る
は
ル

ー
ス
台
風
に
お
影
ず
る
涌
り
で
あ
る
。

一豊
作
塞
竃
二
窪
聖
襲

レ
、
匿
業
教
育
の
徹
底
を
期
す
る
事
も

融
て
は
組
織
と
團
結
に
あ
る
。
　
全
町

石
翻
の
間
家
経
済
の
潤
い
な
く
レ
て
は

Ii域
的
圓
家
経
営
改
醤
金
鼠
貼
に
掴
埠
ず

言
家
経
砦
轟
呈
曹
ス
ト

の
姐
何
に
係
る
の
で
之
が
各
櫨
の
作
物

廷
且
り
生
産
躍
μ
調
査
、
病
虫
害
の
一

ゆ詔
江
大
会

寵
和
新
春
を
迎
え
、
祝
幅
と
郷
土
文
化

而圭
曇
レ
蚕
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く
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智
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れ
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ρ
著
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い
進
捗
に
太
刀
打
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出
來
な
一
塑
住
部
落
楊
鵠
研
縛
岨
体
エ
＋
コ
函
本

看藤
縣
、
突
の
先
篭
竃
、
e
r

貫
の
優
元
揮
楓
て
を
会
㊦
遁
じ
て
奨

い
・
大
隅
鶉
否
w
E
g
p
t
w
w
の
二
五
八
名
の
組
織
着
ず
る
礒
劣
交

根
本
は
一
に
空
産
耐
究
幽
体
の
奇
成
強

叱
に
待
ら
凡
ゆ
る
圏
体
即
ち
町
笛
局
と

麗
協
共
済
、
間
委
、
匿
事
務
所
脊
下
あ
る
o

正
ケ
卓
計
画
力
㊤
成
へ
D
途
己
荊
ρ
道

一pあ
る
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特
瞳
業
は
s
c
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g
R
く
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日

時

一
、

場
所

一
、

後
援

一
、

囎
目
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二
部

　
　
　
1
1
1
部

一
、

出
演
酋

一、

申
込
弘

1’
入
噛
桝
二

　
其
の
旭
伴
奏
に
は
恨
占
町
ロ
ー
ヤ
ル

一ス
受

ー
ズ
芭
灰
溺

　
◎

演
則
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
カ

　
　
圭
ぱ
　
大
超
占
燭
高
惚
P
T
A

つ

P
・
1
丸
と
奮
小
套
雷
基
箇
葺
書
擾
ぴ
曇
、
蜜
害

でKm
s
m
R
R
に
琴
警
れ
ざ
る
臭
発
竃
み
、
蔭
濃
勿
襲
、

る
か
に
あ
る
・

　
　
頂
ら
免
藷
以
上
の
糧
で
’
R

曇
み
は
豊
の
嚢
璽
つ
彪
、
竃
曇
憂
大
橿

農
竃
如
曇
巽
蓮
豊
曇
竃
頻
レ
、
墓
の
讃

然
Lノ

革
常
は
鴎
萎
云
う
大
自
然
是
相
’

口『遁
的
趨
で
本
麗
業

黍
一毒
部

手
に
バ
ク
チ
同
檬
で
あ
る
が
反
m
折
興
の
私
綱
偏
沽
に
基
く
誠
意
の
尼
ら
ざ
る

言聾
灘
潔
嚢
『
籔
鑓
鰭
鵜
鑓
㏄
瀦
村
罷
も
團
結
品

の
■馨
で
あ
つ
莞
う
が
、
裏
．
曇
塁
が
憎
レ
或
は
雀
地
三
あ
る
。

離
糎
鯖鷲
畦
静
謡
計
諸
壇
鯖
鷲
護
霧
誘
誘
鰭

せ
臼
れ
v
い
一
事
口
健
隈
側
度
も
叫
移
齢
噛
τ
鰭
。
四
に
対
レ
て
は
軍
に
そ
の

作
■
家
を
総
持
育
成
ず
⑮
ζ
は
●
工
野
〆
に
つ
い
て
常
に
檀
ポ
す
べ
き
で
あ
ろ

に
■
霞
営
を
改
声
曇
e
e
●
う
　
’

も
至
難
で
は
な
い
、
親
謹
り
の
田
畑
を

親
爺
皆
簿
の
腿
耕
に
よ
り
世
界
麗
業
を

に
経
端
的
塵
殿
と
ノ
て
万
金
融
搭
債
が

後
の
■
鞠
経
営
F
慈
勺
不
可
陪
の
も

の
で
あ
る
事
を
申
し
遠
ぺ
た
。

　
　
に
対
す
る
彊
制
纏
渡
計
画
に
つ
い

セ

暮
撃
職
豊
馨
竃
賦
4
霞

四秀
奏
破
已
曲
業
畜
産
の
絡
所
得

は
逮
億
余
圓
に
還
す
る
。

計
画
第
二
年
度
の
産
議
振
興
へ
網
刀
載

結
核
患
者
医
饗
の
給
付
　
嘉
顯
‥
難
難
鷲

結
核
愚
鵠
に
し
て
1
垣
胸
2
ス
ト
レ
ブ
審
醗
の
上
知
事
が
承
認
す
れ
ば
’
六
ヶ
項
を
取
ら
れ
る
楼
御
知
世
致
∨
吏
す

ト
マ
イ
シ
ン
3
パ
ス
4
胸
部
外
科
手
術
月
間
二
分
一
國
が
負
担
レ
て
く
れ
ま
す
・
伺
ぷ
皆
を
怠
り
た
る
場
台
に
は
土
題
台

の

隆警
麿
う
と
す
暑
は
・
k
l
E
K
m
u
s
g
i
g
＄
g
、
震
、
池
田
竃
四
＋
慕
及
餐
嚢
鳩
二

の墾
竃
竃
璽
雛
（
結
核
）
で
こ
離
鍾
鷲
霧

　で
渇
レ
て
霞
‥
孝
ル
ム
難
竃
醸
人
は
教
育
．
看
警
量
蓑

金
の
鴻
納
綿
無
力
期
す
る
た
め
自
惰
■

一

貯
蓄
絹
合
の
設
立
も
必
要
で
あ
ろ
う
が

v
a
ぽ
V
e
l
S
N
r
w
）
O
V
e
V
）
5
言
妻
藍
に
m
↑
る
g
p
a
i
s
m
に
Q
X
．
り
護
の
麗
墓
豊
が

譲
謬
饗
蒔
。
，
市
肇
魔
□

四
ッ
切

二
　
A

B
遁
信
用
切
手

レ

N
封
商
D

　
　
2
掲学
る
。

大
根
占
塁
俊
p
T
A

言
九
日
＋
日
雷
七
隠

k
根
占
小
蛋
俊鰹
鼓

南
日
U
新
蛸
大
限
占
親
高

犬
恨慶
区
青
軍
團

大
根
占
町
婦
人
連
協
會

Kg
占饗
鴎
館

　

劇
曼

談
そ
の
由

　

歌
謡
曲

浪
曲

　

舞

踊

v
勾
外
任
庄
o
素
人

中
学
硬
P
T
A
宛

　
又
儒
世
話
人
乞
通
じ
て

　
　
晩
共
三
卜
圃

一、
日

曜鷲羅鰭難
：1三議響

請詰
｛
籠

k
占

　
　
N
m
．
　
a
e
g
p

に
あ
る
が
、
大
㊤
の
脇
民
は
漫
陀
的
、

　　　　　　　　　　　　　の
火
票
切
続
、
今
奮
竃
ず
占
ハ
窒
蚕
き
、
二
晩
の

無
願
彊
．
無
刺
繊
で
あ
り
渦
ぎ
る
o

｝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
町
民
各
位
の
絹
ぺ
な
る
協
刀
か
坦
顧
一
．
，
、

　　　　　　　も
な
い
犬
象
蓼
第
で
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

‖
§
鍾

ハ
指
定
屡
驚
蘭
の
診
断
墜
△
土
地
及
家
屋
の
異
動

　

C
レ
ン
ト
グ
ン
寵
眞
の

申
告
に
つ

警

、
様
怠
の
た
め
川
田
え
づ
＋
す

　
　
　
記

土
地
の
塁
W

蓼
明
記
旺
翼
竃
‘
曇
警
り
扇
曇
欝
§
合

蓬
え
て
知
裏
型
知
g

　
　
　
　
　
　
　
　
l

國
有
地
口
■
撰
に
よ
け
私
人
の
所

有
と
な
つ
全
壷

公
用
駒
公
爾
地
水
蕩

内
容
は
全
然
異
り
j
t
t
f
。

　
1
’
入
場
倒

　
　
前募
穴
s
，
子
画

　
　

－
l
”
－
！
’
小
人
二
＋
圓

．

，
、
－
（
モ
礎
が
3
つ
て
い
ま
す
）

　
　
当
日

券

κ

a
＋
週

　
　
　
　
　
　
’
：
（
二
十
五
円

　

墓
題
公箋
、
、
善
薄
が
私
へ
の
所

　

有
と
な
つ
セ
士
竈

同
法
靖
三
十
1
1
築
．
？
S
商
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